

























結果として，オンシツコナジラミとタバココナジラミ・バイオタイプ B, Q1, Q2の識別に関して，周波数





























































タバココナジラミには，Middle East-Asia minor 1
















































































コナジラミ飼育層は 65× 65× 195(mm3)の昆虫









ンバータ (USB-6221, National Instruments)を介して
PCに保存される．防音層は 10 mmの石膏ボードと































周波数はオンシツコナジラミは 220, 450 (Hz), タバ
ココナジラミ・バイオタイプ Bは 200, 300 (Hz)，バ
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ラミバイオタイプ B, Q1, Q2の識別に関して，周波
数領域の特徴を利用したテンプレートとの類似度を




種・バイオタイプ 適合率 再現率 F値
オンシツコナジラミ 75.36 100 85.95
バイオタイプ B 100 50.00 66.67
バイオタイプ Q1 84.85 100 91.80
バイオタイプ Q2 97.92 83.93 90.38
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